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@⑯ 遺産 相続 学 の 重要 性 











て 停 


ビル ニニ 
の 設定 ( 




















に 携 わ れ 、 


の で す 。 そ し て 多く の 場合 、 そ の 語 











欲望 が 幅 を 利 カ 





遺産 相続 学 は 、 数 ある 学問 の 
大 な 報奨 を 約束 され て いる 学問 の 1 つ で す 。 


遺産 相続 


FE で も その 重要 性 














と 地位 が 








最も 高く 、 








か つ そ の 学習 に よっ 











至高 の アッ ラー が 

















ら 遺 産 相 続 の 配分 率 




















E た 各 相 続 人 の 相続 分 を 明白 に され た の も 、 ひ と え に そ の 重要 性 ゆえ な 








また 財産 と その 分 配 は 人 の 欲 が 絡む 分 
時 人 SH で と て 
ゝ す な い た め 
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こも 、 人 偉大 か つ 昔 


























か れ が 最も よく ご 存 知 で ある と ころ の 公正 と 福利 に 





定め られ た の で す 。 


@ 人 の 状態 : 


E 細 は クル アー ン の 章 句 の 中 


























に 見 出す こと が 出来 ます 。 


























野 で あり 、 か つ 遺 産 相続 人 は 大 節男 女 、 年 長者 と 
に お いて 勝手 な 個 
E 厳 な る アッ ラー が 直々 に 
3 RON 


合っ た 形 で 





人 に は 大 きく 分 け て 、2 つの 状態 が あり ます : つま り ① 生 存 状態 、 


MS 
そし て 遺産 相続 
て いる 知識 の 半分 








の 大 方 の 】 


の 位置 を 





























@ ジ エ ー と クー (イス ラー ム 以 前 の 無明 時 代 ) 

















や の 性 江 け で ず 供 や 攻 性 ( 


る ジャ ー ヒ リ 


や 不正 を 及ぼ し て い 




















こそ の 権利 


E す 。 こ の よう な 























分 割 す る こと を 定め た の で す 。 


@ 
@ 
@ その 益 は : 相続 人 の 








内 の それ に 値する 者 ( 





























は 誰 め ら れ て いま 
ー ヤ の 国々 で は 、 各 相 続 人 に 不適 切な 額 の 相 
イス ラー ム は 、 各 相続 人 に 最適 な 額 を 公正 な 形 








お いて は 、 相 続 権 を 有する の は 
すん で し た 。 し か し 現 








その トピ ッ ク は : 財産 か 物品 か を 問わ ず 、 故 人 が 残し た 遺 





続 分 を 誰 


邊 産 で す 。 


、 各 相続 人 ( 























その 分 割 を 請け 負わ 
ら か (こさ れ 、 
に 適切 な 分 配 を 


と ② 死 亡 状 態 、 の 2 つ 


周 定 は 人 間 の 死に 関わ っ て いる も の で すか ら 、 人 間 が 必要 と し 
是 め て いる と 言う こと が 出来 ます 。 
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年 長者 
代 に お け 
^A め る こと で 様々 な 悪 









































遺産 相続 学 と は : 相 続 人 と そう で な い 者 、 ま た 各 相 続 人 の 相続 分 を 知る た め の 学 問 で す 。 


こ 、 そ の 権利 を 与え る こと で す 。 


地 


@ 遺産 相続 と は : 8 分 の 1、4 分 の 1 な ど と いっ た よう に 、 イ スラ ー ム 法 が 各 相 続 人 に 
め て いる 法定 相続 分 の こと で す 。 





@⑯ 遺産 に 関連 する 義務 : 


遺産 に 関連 する 義務 は 5 つ あ り ま す : そし て それ ら は 以下 に 示す 順番 に 沿っ て 、 遂 行 し 
て いか な けれ ば な り ま せん 。 
































1 一 死に 装束 な ど 、 逆 人 の 遺体 に 関す る 準備 の た め の 必 要 な 額 を 遺産 か ら 差 し 引く こと 。 


2 一 抵当 に よる 債務 な ど 、 遺 産 そ の も の に 関わ る 義務 を 清算 する こと 。 






































3 一 一 般 的 債務 の 清算 : 導 和 人 の 、 が カー (義務 的 喜 捨 ) や 財産 に 関連 する 財 罪 義務 の よう 
な 至高 の アッ ラー に 対す る 財 的 義務 の 不履行 や 、 あ る い は 単なる 借金 や 家賃 滞納 の よう に 
人 に 対す る 財 的 義務 の 不履行 で ある 場合 が あり ます 。 




















言 の 遂 行 。 


二 共 導 
水府 
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E 相 続 人 へ の 分 割 : これ が ここ で 取り 上 げ る 主題 で す 。 








@ 相続 の 基幹 : 











1 一 被 相続 人 : 逆 人 の こと で す 。 





2 一 相続 人 : 被 相続 人 の 死後 に 残さ れ た 者 で す 。 











3 一 相 % 


本 


物 : 遺産 の こと で す 。 





@ 相続 の 原因 を も た ら す も の : 














【 














1 一 正しい 契約 に よっ て 結ば れ た 婚 : 単なる 婚 下 約 の み で 、 夫 婦 は 相互 に 相続 し 合う 
関係 に な り ま す 。 















































2 一 親族 : 両親 な どの 尊属 や 子供 な どの 卑 属 、 ま た 兄弟 や 伯父 、 そ し て その 子供 な どの 修 
系 か ら な る 親族 の こと で す 。 


























8 一 忠 儀 関係 : 元 奴隷 と 、 彼 を 解放 し た と いう 恩義 を 有する 主人 と の 間 に 成 立 する 特別 な 
関係 の こと で す 。 元 奴隷 に 固定 相続 ある い は 変動 相続 に よっ て 相続 する 者 が な い 限 り に お 
いて 、 役 の 解放 者 は 彼 か ら 相 続 し ます (その 逆 は あり ませ ん )。 
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@ 相続 の 条件 : 


相続 に は 、 被 相続 人 の 観点 か ら 見 た 3 つの 条件 が あり ます : 


1 一 被 相続 人 の 死 。 





2 一 被 相続 人 の 死 の 折 


8 一 婚 や 親族 関係 や 





@ 相続 を 阻む 要素 : 














に 、 相 続 人 が 存命 中 で ある (また は あっ た ) こと 。 











忠義 関係 な ど 、 相 続 を 義務 付け る 要因 に 関す る 知識 。 





相続 を 阻む 要素 に は 8 つ あ り ま す : 





1 一 壮 属 状態 *: 奴隷 は その 主人 の 所 有 物 ゆえ 、 相 続 も し な けれ ば 相続 させ も し ませ ん 。 





2 一 不当 な 殺人 : 逆 意 
せん 。 





3 一 宗教 の 相違 : ム ス 




















で あれ 過ち で あれ 、 殺 人 を 犯し た 者 は 殺 し た 被 相続 人 か ら 相 続 し ま 


「 





リム は 非 ム スリ ム か ら 相 続 し ませ ん し 、 そ の 逆 も また 同様 で す 。 


ウサ ー マ ・ ブ ン ・ ザ イド (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 ム スリ ム が 非 ム スリ ム か ら 相 続 す る こと も な 
けれ ば 、 非 ムスリム が ムスリム か ら 相 続 す る こと も な い 。」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ムスリム 

















の 伝承 2) 





⑯ 訂 婚 され た 女性 の 相続 : 





1 一 暫定 離婚 3 中 の 女 選 
有 し ます 。 








2 一 完全 訂 婚 され た 女 
れ ば 、 互 い に 相続 し 合 v 



































E は ブッ ダグ ( 待 婚 期間 ) に ある 限り 、 そ の 夫 と 互い に 対す る 相続 権 を 


性 は 、 も し 夫 が 彼女 に それ を 通告 し た の が 役 の 健全 な 状態 の 時 で あ 
\ ま せん 。 





但 し 夫 が それ を 通告 し た 時 に 彼 が 死 の 恐れ の ある 病 に あっ た 場合 、2 つの ケー ス が 考え ら 




















れ ま す 。1 つ は 夫 が その 完全 離婚 で も っ て 、 彼 女 を 自分 の 遺産 相続 か ら 排除 し よう と し て い 














1 訳者 注 : イス ラー ム は 奴隷 の 存在 に 対し て 積極 的 な わけ で は な く 、 む し ろ 奴 隷 に な っ た 者 た ちの 解放 を 





折 に 触れ て 奨励 し て いま す 。 
の 2 ナー ジャ デア ルー ヘー 




















詳し く は 「4 一 ム ア ー マ ラー ト 」 の 章 の 26「 奴 隷 の 解放 」 の 項 を 参照 の こと 。 
リー (6764) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1614) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 











3 訳者 注 : 詳 し く は 「6 婚 如 」 の 章 の 「2 一 暫定 離婚 と 完全 離婚 」 の 項 を 参照 の こと 。 
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た と の 訴え が な か っ た 場合 で 、 こ の 場合 彼女 に 相続 権 は あり ませ ん 。 し か し も し その よう 
な 訴え が あっ た ら 、 彼 女 は 相続 権 を 有 し ます 。 



































@ 相続 の 種類 : 


相続 に は 2 種類 あり ます : 


1 一 固定 相続 : 2 分 の 1、4 分 の 1、 と いっ た よう に 、 相 続 人 に あら か じ め 相 続 分 が 定め ら 
れ て いる も の で す 。 








2 一 変動 相続 : 相続 人 に あら か じ め 相 続 分 が 指定 され て いな い 類 の も の で す 。 





人 @ クル デー ン で 言及 され て いる 固定 相続 の 割合 : 




















クル アー ン で 言及 され て いる 固定 相続 の 割合 に は 、6 種類 あり ます : 
① 2 分 の 1 

② 4 分 の 1 

⑧③ 8 分 

④ 3 分 の 2 

⑤ 3 分 

⑥ 6 

尚 残余 分 の 8 分 の 14 は 、 法 的 理解 に お ける 努 力 に よっ て 確定 し まし た 。 











@ 男性 の 相続 人 : 


男性 の 相続 人 は 、 詳 細 に は 15 種類 あり ます : 
















































































① 息 3 

② 孫 息 子 と その 男性 卑 属 。 男 系 で 直結 し て いる 者 の み 5 

③ 父親 

④ 祖父 と その 男性 尊属 。 男系 で 直結 し て いる 者 の み 

⑤ 同 父母 の 兄弟 

⑥ 異母 兄弟 

⑦ 異父 兄弟 

4 訳者 注 : 詳 し く は 「 ぴ ① 固 定 相続 」 の 章 の 「③ 母 親 の 相続 分 」 内 の 「 ウ マル の 事例 」 を 参照 の こと 。 





























吊 で 山 























訳者 注 : つま り 故 人 と その 者 と の 間 に 女 性 が いな いよ うな 男性 の こと で す 。 例え ば 人 孫娘 の 息子 な ど は 
属 で は あっ て も 、 相 続 権 は 有 し ませ ん 。 
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⑧ 同 父 母 の 兄弟 の 息子 及び その 男性 卑 属 。 男 系 で 直結 し て いる 者 の み 

⑨ 異母 兄弟 の 息子 及び その 男性 卑 属 。 男系 で 直結 し て いる 者 の み 

⑩ 夫 

⑪ 父親 の 同 父母 の 兄弟 (つま り 伯 叔父 ) 及び その 男性 尊属 

⑫ 父親 の 異母 兄弟 (つま り 伯 叔父 ) と その 男性 尊属 

⑬ 父親 の 同 父母 の 兄弟 (つま り 伯 叔父 ) の 息子 及び その 男性 卑 属 。 男 系 で 直結 し て いる 

者 の み 

⑭ 父親 の 異母 兄弟 (つま り 伯 叔父 ) の 息子 と その 男性 昇 属 。 男 系 で 直結 し て いる 者 の み 
⑮ 奴隷 の 解放 主 と そ の 相続 人 

尚 母 方 の 伯 叔 父 や 異父 兄弟 の 息子 、 父 親 の 異父 兄弟 や その 息子 な ど 、 固 定 相続 で も 変動 
相続 で も 相続 し な いよ うな 間柄 に ある 親類 男性 は まとめ て ズー・ デ アルテ デル ケル ハ ー ス と 呼称 
しじま す 。 
人 @ 廊 人 性 の 相続 人 : 

女性 の 相続 人 は 、 詳 細 に は 11 種類 あり ます : 

① 娘 

② 孫娘 と その 女性 昇 属 。 そ の 父親 が 男系 で 直結 し て いる 者 の み 

③ 母親 。 

④ 母方 の 祖母 と その 女性 尊属 。 女性 で 直結 し て いる 者 の み 

⑤ 父 放 の 祖母 と その 女性 尊属 。 女 性 で 直結 し て いる 者 の み 

⑥ 父方 の 角 祖母 。 

⑦ 父母 を 共に する 姉妹 

商 母 姉妹 。 

⑨ 異父 姉妹 。 

⑩ 妻 。 

⑪ 解放 し た 元 奴隷 女性 

父方 の 伯 叔 母 や 母方 の 伯 相 母 な ど 、 上 記 以 外 の 親類 女性 も また ズー・ ア ル = テ アル ハー ム 
と 呼称 し ます 。 








至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 
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《 多 か れ 少 な か れ 、 男 性 は 両親 と 近親 が 残し た も の ( 遺 
こも また 両親 と 近親 が 残し た も の (遺産 ) か ら の 取り 分 が 
る 。 (アッ ラー は ) 義務 の 配当 (を 義務 付け られ た の ) で ある 。 ぅ (クル アー ン 4 : 7) 


